
総合的な学習の時間－１（第１学年） ウェビング図で情報を構造化しながら課題を設定する事例
【学習活動の概要】

１ 単元名 天王山を元気な里山に

２ 単元の目標
「ドングリ」を栽培し「天王山」に植えたり，里山を守る取組を多くの人に伝えたりする活動

を通して，地域の自然環境への理解を深めるとともに地域の自然に関わる人々の努力や工夫に気
付き，ふるさとの自然を大切にしようとする。

３ 評価規準
【課題追究の力】体験活動等を通して生じた疑問を課題として設定し，その解決を目指している。
【情報活用の力】多様な情報を収集し，そこから必要な情報を取り出している。
【表現・省察】相手，目的，意図に応じて，自らの考えを効果的に書いたり発表したりしている。
【共生・社会参画】協同して課題を解決するとともに，環境保全のために行動しようとしている。

４ 教材
本単元で扱う「天王山」は，かつては緑豊かな里山であった。この里山の雑木林は，近年，常

緑樹が増え，暗くなってきている。また，特産物であったタケノコ畑の荒廃した竹林からモウソ
ウチクが進出し，雑木林を荒らし天王山の豊かな自然は失われつつある。

雑木林の復活に向けた保護活動を行うことを本単元の中心的な活動とし，クヌギやコナラの栽
培や観察，保全に向けた啓発活動を地域住民や行政，専門家，企業と連携して展開する学習活動
を行う。自らが地域に貢献する場面を設定することで，地域の一員としてふるさとの自然を守ろ
うとする生徒の育成を期待して単元を構成した。

５ 主な学習活動
(1)単元の展開（全35時間）

学習活動 言語活動に関する指導上の留意点

第一次 ○栽培するためのドングリを採集したり，天王 ・ウェビングの手法を用いて，ドング
山の現状を観察したりすることを通して，自ら リの採集や里山の観察から分かったこ
の課題を設定する。(10) と，疑問点等も含めて思い付いたこと
・天王山の保護活動に携わる方々の講義を聞く。を書き上げ，イメージを広げる。
・天王山で栽培するためのドングリを拾った ・完成したウェビング図を分析する。
り，天王山の森林の様子を観察したりする。 ・他者に自分のウェビング図を説明し
・ドングリの採集や天王山の観察からイメージ たり，他者の説明を聞いたりする活動
したことを書き出し，整理・分析し，学習課題 を通して，他者の考えと比較し自らの
を設定する。(本時9･10/10) 課題を明らかにしていく。

第二次 ○ドングリを竹筒ポットで育て天王山に植え
る。(8)
・竹を切り，ポットを作る。
・竹筒ポットにドングリを植え，育てる。（1 年
間）
・荒れた雑木林を整理し移植場所を確保する。
・1 年後の春に竹筒ポットごと天王山に植える。

第三次 ○自分の学習課題をグループの仲間と共に多様 ・学習課題を解決した結果や自分の実
な方法で解決するとともに，自分たちにできる 践につい て中間報告す る活動を通し
ことを考える。(10) て，自らの学習活動を振り返り改善す
・学習課題の解決方法や計画を立てて活動する。る。
・中間報告会で，ドングリ栽培の時お世話にな
った方に，発表しアドバイスを受ける。

第四次 ○天王山を元気な里山にするためにできること ・天王山を元気な里山にするための啓
を実践する。（ 7） 発活動として，相手を納得させるため

の表現活動を展開する。

(2)本時の学習
ドングリの採集や天王山の観察からイメージしたことを書き出し，ウェビング図に整理し，自分

の学習課題を設定する。

○「天王山のドングリ」などの言葉から，イメージすることや知っていること，もっと知り
たいことなどをウェビング図に書き記していく。

○自分の書いたウェビング図を分析する。
○他者のウェビング図を見て説明を聞きながら，自分の考えと比較する。
○再度，ウェビング図に書き記しながら，自分の考えを一層明確にし，学習課題を決定する。



【解説】

【指導事例と学習指導要領との関連】
中学校学習指導要領 第 4 章 総合的な学習の時間 第 3 の 2 の(3)において，「自然体験や職

業体験活動，ボランティア活動などの社会体験，ものづくり，生産活動などの体験活動，観察・
実験，見学や調査，発表や討論などの学習活動を積極的に取り入れること。」と示している。

生徒は，自然や人々と関わる体験活動を通して，自分と向き合い，他者に共感することや社会
の一員であることを実感する。また，同 第 3 の 2 の(4)において，「体験活動については，第１
の目標並びに第２の各学校において定める目標及び内容を踏まえ，問題の解決や探究活動の過程
に適切に位置付けること。」と示している。このように総合的な学習の時間では体験活動を重視
している。しかし，ただ単に体験活動を行えばよいわけではなく，それを問題の解決や探究活動
の過程に適切に位置付けることが重要である。

本事例は，生徒が育てたドングリの苗を里山に植えるという体験活動を中心に設定している。
これらの体験活動を通して，今，里山が失われ，生態系が崩されている現実を生徒は実感的に理
解する。生徒自らが体験しているからこそ，その状況を改善するための方法について考え実践す
る必然性が生徒の中に生まれてくる。特に，本時では，ドングリを竹筒ポットに植える体験をし
た後，初めて知ったことや分かったこと，もっと知りたいこと，疑問に思ったことなどを付箋紙
に書き出しながら，ウェビング図に整理し，自らの学習課題を設定していく場面である。ウェビ
ングの手法を活用して，イメージしたことを書き出し，関連のあるものを近くに配置したり，線
でつないだり囲んだりして構造化していく。これらの過程を通して，自分のイメージを拡散させ
た上で収束させ，自らの課題を明確にしていく。

【言語活動の充実の工夫】―ウェビング図を使って課題を設定する活動―

本時は「天王山のドングリ」というテーマから，イメージしたことを単語で付箋紙に書き出し，
ウェビングの方法を活用しながら，自らの考えを整理し，自分の学習課題を明確にすることをね
らいとしている。

ウェビング図を作成し分析するだけでなく，その図を用いて，自分の学習課題に対する考えを
ペアやグループで交流し合うことで，他者の考えに触れ，自分の考えと比較することになり，新
たな視点を学んだり，自分の考えをより深めたりすることにつながる。さらに，他者との交流で
学んだことをウェビング図に付け加えることにより，自分が何を深め，追究したいと考えている
のかを明確にすることもできる。ウェビング図の作成と他者との交流を意識的に行うことにより，
自らの考えを分析し，他者と比較することができ，明確な課題を設定することにつながる。

思考力・判断力・表現力等の学習活動の分類：④，⑥ （※分類番号はP5表参照）

ウェビング図を活用した

課題設定の過程（例）

①「天王山のドングリ」を中心
テーマに体験活動を通して，分

かったことやもっと知りたいこ
となどイメージしたことを同色
の付箋紙に書き出す。

②一枚書き出す度に，関連のあ
る付箋紙の近くに順に貼ってい
く。中央の「中心テーマ」から

放射状に広げる。

③関連のある内容は線でつない
だり○で囲んだりする。その際，

付箋紙を移動させ貼り直しても
よい。

④分類した付箋紙に、新しい名

前を付ける


